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9月議会定例会

委員会質疑

委員会報告

一般質問

議員視察研修

平成 25 年 11 月発行

2013. 7.8.9 月

第36号

議
会
定
例
会

9月
◎
条
例

「
御
前
崎
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
」

公
園
の
配
置
及
び
規
模
に
関
す
る
技
術
的
基

準
、
並
び
に
公
園
に
公
園
施
設
と
し
て
設
け
ら

れ
る
建
築
物
の
建
築
面
積
割
合
に
関
す
る
基
準

を
新
設
す
る
も
の
。

「
御
前
崎
市
あ
ら
さ
わ
ふ
る
里
公
園
施
設
整
備

基
金
条
例
の
制
定
」

あ
ら
さ
わ
ふ
る
里
公
園
施
設
の
整
備
を
目
的
と

し
た
、
寄
附
金
の
取
り
扱
い
を
定
め
る
も
の
。

◎
人
事

「
御
前
崎
市
新
野
財
産
区
管
理
委
員
の
任
命
」

欠
員
と
な
っ
た
新
野
財
産
区
管
理
委
員
に
鈴す

ず

木き

利と
し

彦ひ
こ

氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
も
の
。

◎
そ
の
他

意
見
書
２
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

「
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
を
求
め
る
意
見
書
」

「
重
度
障
害
者
（
児
）
医
療
費
助
成
制
度
に
お

け
る
精
神
障
が
い
者
の
適
用
改
善
に
関
す
る
意

見
書
」

御
前
崎
市
議
会
９
月
議
会
定
例
会
を
、
９
月
２
日
か
ら
10
月
2
日
ま
で
31
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま

し
た
。
条
例
関
係
２
件
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
の
補
正
、
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
の
補
正
ほ

か
２
件
、
人
事
案
件
１
件
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
ほ
か
13
件
に
つ
い
て
審
議

し
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
最
終
日
に
は
「
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
を
求
め
る
意
見
書
」
ほ
か
１
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
質
問
に
は
８
名
が
登
壇
し
て
市
長
ら
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
決
算
及
び
25
年
度
補
正
予
算
が
審
議
さ
れ
る

◎ 平成 25 年度一般会計・特別会計補正予算総括表
№ 区　　分 補正前の額 補正額 計
1 一 般 会 計 153 億 7,000 万円 2億 1,703 万円 155 億 8,703 万円
2 介 護 保 険 22 億 8,217 万円 8,116 万円 23 億 6,334 万円
3 池 新 田 財 産 区 4,134 万円 125 万円 4,259 万円
4 池新田西財産区 1,690 万円 750 万円 2,440 万円
＊表の金額は、1万円未満を切り捨ててあるため、計が一致しない場合があります。

◎ 平成 24 年度一般会計・特別会計決算総括表
№ 区　　分 歳　　入 歳　　出 差引額
1 一 般 会 計 173 億 2,355 万円 164 億 1,541 万円 9億　814 万円
2 国 民 健 康 保 険 40 億 3,497 万円 37 億 3,767 万円 2億 9,729 万円
3 後期高齢者医療保険 2億 7,442 万円 2億 6,691 万円 750 万円
4 介 護 保 険 23 億 5,785 万円 22 億 7,684 万円 8,100 万円
5 農 業 集 落 排 水 3億 2,573 万円 3億 1,840 万円 732 万円
6 下 水 道 6億 2,706 万円 6億　494 万円 2,211 万円
7 工 業 団 地 建 設 5万円 0万円 5万円
8 池 新 田 財 産 区 8,088 万円 6,000 万円 2,088 万円
9 池新田西財産区 3,626 万円 374 万円 3,251 万円
10 佐 倉 財 産 区 2,830 万円 392 万円 2,437 万円
11 比 木 財 産 区 225 万円 57 万円 168 万円
12 新 野 財 産 区 99 万円 23 万円 75 万円
＊表の金額は、1万円未満を切り捨ててあるため、差引額が一致しない場合があります。

◎ 平成 24 年度企業会計決算総括表
№ 区　　分 歳　入 歳　出 差引額

1 水道事業
収益的収支 9億 5,747 万円 9億 4,654 万円 1,092 万円
資本的収支 550 万円 9億 6,274 万円 △ 9億 5,723 万円

2 病院事業
収益的収支 43 億 4,861 万円 43 億 9,153 万円 △ 4,292 万円
資本的収支 7,400 万円 2億 9,591 万円 △ 2億 2,191 万円

＊表の金額は、1万円未満を切り捨ててあるため、差引額が一致しない場合があります。
＊支出に不足する額は、過年度損益勘定留保資金及び当年度消費税資本的収支調整額で補てんしました。

神社の由来は、大宝元年（701）、第 42 代文武天皇の願い
により、紀州の熊野三社の神々を移してお祀りしたと伝え
られ、本殿は天明 4 年（1784）に再建されています。間
口三間、奥行三間の総

そう

欅
けやき

の入
いり

母
も

屋
や

造りで、千
ち

鳥
どり

破
は

風
ふう

がつけ
られており、棟には堅

かつ

魚
お

木
ぎ

を置き、両端を水平に切った千
ち

木
ぎ

を伸ばしています。本殿には、木
き

鼻
ばな

に 12、蟇
かえる

股
また

に 12 の
価値のある装飾用彫刻が施されています。建築部材の風食
程度や各所を飾る細部意匠絵様彫刻などを総合すると、ま
さしく江戸時代中期の建築と考えられます。平成 19 年 9
月 25 日に御前崎市指定有形文化財に指定されています。

高松神社本殿

拝殿


